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臨時部長会議開催結果  概要  

●日 時 令和 5 年 5 月 29 日（月） 午後 2 時 15 分から午後 3 時まで 

●場 所 ３Ａ会議室 

●出席者 

■は出席（代理出席は○） 

■ 市長 ■ 内田副市長 ■ 髙橋副市長 ■ 教育長 

■ 政策部長 ■ 総務部長 〇 くらし安心部長 ■ 文化スポーツ部長 

■ 福祉部長 ■ こども健康部長 ■ 環境産業部長 ■ はだの魅力づく

り担当部長 

■ 都市部長 ■ 建設部長 ■ 上下水道局長 ■ 教育部長 

■ 消防長       
 

進行：副市長 事務局：総合政策課課長代理、担当 

陪席：秘書課長 

●会 議 

１ 市長あいさつ 
２ 報告事項 
(1) 令和５年６月秦野市議会第２回定例月会議提出議案等について 

［総合政策課・財政課］ 
(2) 令和５年度地区別市政懇談会の開催について［広報広聴課・市民活動支援課］ 
(3) 土地利用委員会調整部会の審議案件について        ［開発指導課］ 
３ その他 

●会議概要 

１ 市長あいさつ 

・５月も今日を入れてあと３日となった。 

 沖縄地方は既に梅雨入りし、関東甲信越地方でも例年より少し早く、今週

にも梅雨入りする予測である。 

・体調を崩しやすい時期となるので、健康には十分留意して、職務に励んで

もらいたい。 

・３年以上にわたり、生活に様々な影響を及ぼしてきた新型感染症も、今月

８日から、季節性インフルエンザと同様の扱いとなり、明るい日常が戻り

つつあるといえる。社会経済活動も大きな節目を迎えたと思う。 

・今月２１日には、４年ぶりに「市民体育祭」が市内各地で開催され、  

昨日、一昨日には、４年ぶりに市内最大の産業イベントとなる「商工まつ

り」が開催された。 

・地域の住民や商工業者の活動が、秦野市全体を明るくし、地域コミュニテ

ィの維持・強化、まちの活力・賑わいにつながることを実感した。 

・今月に入り、５日に能登地方で震度６強、１１日に千葉県南部で震度５

強、２２日には新島近海で震度５弱、２６日に千葉県東方沖で震度５弱と

各地で大規模地震が発生している。 

 本市でも、最大震度６強が想定される「都心南部直下地震」は、今後３０

年以内の発生確率は７０％といわれており、いつ大地震が発生してもおか

しくない状況である。 

・ある日突然やってくる自然災害を、自分事として想定し、改めて地域防災

計画の「職員行動マニュアル」の再確認をお願いしたい。 
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・発災する曜日や夜間、休日等の時間帯によって、体制のとり方が大きく 

異なると思うので、日頃からシミュレーションしておいてもらいたい。 

・今日午前中に正副議長に当初議案を申入れた。 

・来週６日から始まる第２回定例会を控えて、先週に各会派との懇談会を 

終えたところである。 

・明日、議案を発送する予定だが、今議会の当初議案は、条例の一部改正 

３件、工事請負契約の締結１件、動産の取得１件、補正予算２件、報告 

１２件、合計１９件を予定している。 

・また、追加議案として、教育長の選任と人権擁護委員に関する諮問３件を

予定している。 

・詳細についてはこのあと説明があると思うが、議会に臨むにあたっては、

各案件に関連する資料や過去の経過を十分確認し、部局間の連携を図り 

ながら、的確に説明責任が果たせるよう、しっかり準備してもらいたい。 

・新任の部長にとっては初めての定例会となるため、緊張するとは思うが、

それぞれの持ち味を生かし、自信をもって答弁することが肝要である。 

・丁寧に、時には毅然と対応することが必要となるため、よろしくお願い 

したい。 

・議員にとっては、任期最後の定例会となるため、具体的な成果を求める 

動きが活性化すると考えられる。 

・部内や庁内の横の連携、そして報連相を徹底してもらいたい。 

・現在、庁内横断、組織一体となり、「表丹沢の魅力づくり」、「小田急線

４駅周辺のにぎわい創造」、「カーボンニュートラル」、「デジタル

化」、「子どもと女性が住みやすいまちづくり」等に取り組んでいる。 

・特に「デジタル化」は即効性があり、目に見えた形で進んでいくものと 

思う。 

・アフターコロナを見据えた経済対策を進めるために、市内経済の好循環を

目的とする電子地域通貨の本格導入に向けた取組を加速させていきたい。 

・地図情報の一元化公開と併せて、デジタルのシンボル的な事業になると 

思う。 

・主管課だけでなく、全庁を挙げてしっかり取り組んで、いろんな知恵を 

出してもらいたいと思う。 

・部局横断プロジェクトの推進にあたっては、部局長の強いリーダーシップ

のもと、関係者で議論を重ね、慎重かつ迅速に、時を逃さず行ってもら

い、８月のサマーレビューで、今後の方向性に関する考えを聞きたいと思

う。 

・３年というコロナ禍が終息に向かいつつあるが、改めてそれぞれの仕事を

大幅に見直すいい機会である。 

・少なくとも課の数程度は見直し項目を挙げてもらい、サマーレビューで 

聞かせてもらいたい。 

・体調管理に留意しながら職務の遂行と来週から始まる６月定例会への対応

を重ねてお願いする。 
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２ 報告事項 

(1)  令和５年６月秦野市議会第２回定例月会議提出議案等について 

［総合政策課・財政課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

【意見・質疑】なし   

 

(2) 令和５年度地区別市政懇談会の開催について 

［広報広聴課・市民活動支援課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

【意見・質疑】なし 

 

(3) 土地利用委員会調整部会の審議案件について     ［開発指導課］ 

 【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．温浴施設さざんか跡地に建設予定の建物について、ターゲットは誰

になるのか。 

  答．事業者からは、東海大学に通う大学生がメインと聞いている。 

  問．当該施設は温泉の利用予定があるか。 

  答．事業者に確認しているが、まだ回答がない状態。 

 

３ その他 

（1） 議会と執行部との懇談会の開催について        ［政策部長］ 

（2） 公共施設内の樹木管理について            ［建設部長］ 

 

 


